
ごみ固形燃料利用施設へ

図6-1　ごみ固形燃料化施設における対策のイメージ

　　乾燥

・温度及び水分管理
　の徹底
・稼働停止時の滞留
　ごみの発火防止対策

　 　保管

・雨水等の浸入を遮断
・温度が偏らないよう換気
・迅速な取出しが可能な
　構造、空間の確保※
・フレコンバックの温度測定
　及び放熱空間の確保
・概ね一週間以内の保管
・冷却確認後搬送

 破砕・選別

・破砕機入口の常時
　監視
・高速回転式破砕機
　では蒸気噴霧等
・選別の徹底

圧力放散孔
煙・熱感知器
散水装置等

   成形

・立上時の塵除
　去とごみ供給量
　の調整

　 冷却

・外気温度程度
　まで十分に冷却
・稼働停止時の
　滞留ごみ固形
　燃料の発火防止
　対策

煙・熱感知器

  　 受入

・分別の徹底
・攪拌による均一化
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搬出時の性状管理

・管理指標値を定め性状管理を徹底
　（水分10%以下、外気温度程度まで
　　冷却、粉化度管理）
・不良品は製造工程に戻す

煙・熱感知器 散水装置等

   搬出
・屋内で積み替え
・車両の降雨対策

※サイロ等閉鎖型の設備の場合

排ガス処理

・排気ダクトの清掃
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図6-2　ごみ固形燃料利用施設における対策のイメージ

　

 
焼却・発電
　

 

 
 　受入

・雨水等による
　　　湿潤を防止

 　　保管（サイロ式の場合）
　

　・保管量及び保管期間の把握
　・複数設置による小容量化
　・最長貯留期間の設定及び管理
　・定期的に搬出し、内部を清掃
　・二重構造の壁面又は屋内設置
　・希薄酸素環境の維持等の酸化・蓄熱防止対策

※小規模保管は製造施設の保管に準じる。
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　　　受入・保管時の性状管理
　　　・受入基準値を定め性状管理を徹底（水分10%以下、外気温度程度まで冷却、粉化度管理）
　　　　・不良品は焼却炉に直接投入又は製造施設に返品
　　　　・保管期間中の性状変化を管理

 　 保管（ピット式の場合）

　 ・保管量及び保管期間の把握
　 ・適切な規模の複数ピット
　 ・概ね３ヶ月に１度底部清掃
　 ・滞留ガスの換気対策

温度計・
赤外線温度

検知器

散水装置等

不活性ガス注入設備

※保管設備はピット方式が望ましい


